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「徳島 LED アートフェスティバ

ル 2010」の開幕に先立ち、4 月

17 日午前 10 時から徳島市藍場

町のあわぎんホールで、LED 総合

フォーラム（徳島大学、㈶とくし

ま産業振興機構、徳島 LED アー

トフェスティバル実行委員会主催）

が開催されました。

このフォーラムは、① LED 関連

の研究者らによるシンポジウム講

演、② LED ファッションショー、

③アートフェスティバル参加作家

らによるパネルディスカッション

の 3 部で構成され、県内はもとよ

り北海道や九州、また中国からの

参加者もあり、約 500 人が会場を

訪れました。

 第1部のシンポジウム講演では、

最新の高効率白色 LED 技術、LED

ヘッドランプの現状、LED の農業

への応用、中国における LED 産業

の振興など 7 つのテーマについて

日亜化学工業㈱や千葉大学など各

分野の第一人者が講演を行いました。

LED の産業分野での今後の展開が大

いに期待できることを示唆してくれ

ました。

第 2 部の LED ファッションショー

では、企画・演出、モデルまでこな

した小松島西高校生活文化科の生徒

たちが、阿波しじらなどに LED を組

み込んだオリジナル衣装で登場。若

い人たちによる、徳島の伝統工芸と

LED の融合作品は会場を大いに盛り

上げてくれました。

第 3 部のパネルディスカッション

では、アートフェスティバル・スー

パーバイザーの北川フラム氏や東京

芸大教授たほりつこ氏 = 徳島出身 =

ら LED アート作品を手がけた作家が

登壇して、LED を活かしたまちづく

りや作品の解説を行いました。

フォーラムは、LED を科学・技術

と芸術の両面から幅広く捉え、LED

の持つ様々な可能性を伝えてくれる

催しとなりました。
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従来の捕虫器は虫の種類によっては誘引
されづらかったり、ランプ切れ等の問題点
がありました。現在、食品、医薬品や工業
製品の生産現場ではクリーン度が要求さ
れ、更には薬剤を使わない防虫システムの
要望があること等から、効果的な捕虫器械
の開発が望まれておりました。

そこで、様々な昆虫の様々な光（波長）
に対する反応性について研究を行なったと
ころ、紫外光のみならず、青・緑や黄色等
の可視光に強く誘引行動が発現されるもの
のいることが明らかになりました。

LED は単波長の光を発光させたり、高
輝度で低電力かつ長寿命であり、波長選択
ができる光色可変式 LED 捕虫器を製作で
きると考え、『虫とりっ光

こ

』の開発に成功
しました。

昼は紫外線蛍光ランプ、夜は可視光のフ
ルカラー LED ランプで害虫別に好まれる
色（波長）に切り替えでき、確実に害虫を
誘引・捕獲できる捕虫器です。また、美観

を損なわないインテリアタイプでお客様に
は不快感を与えず、ファッション性のある
カラー表現も可能です。

将来の構想として、高い発光効率を持つ
LED は、照明産業以外にも様々な分野へ
のビジネスも本格化される見込みです。ま
た、薄くコンパクトにまとめたデザイン表
現や様々な場所への使用が実現可能と思わ
れます。

当社は環境にやさしい独創的な商品の開
発を目指しており、我々の得意な殺虫技術
と LED 技術を結合させ、より進化した商
品開発を行い、環境、ペッ
トならびにバイオビジネ
スなどの用途にフレキシ
ブルに展開していきたい
と考えます。

有限会社ワイ・システムズは、主な

LED の材料となる窒化物系ウェーハ（基

板）の評価・測定装置を開発、製造と販売

する会社です。現在 13 人で自社ブランド

が国際的に評価され、徐々に規模を広げて

います。10 年前にカナダ出身のラクロワ

社長が、LED をはじめ光半導体関係の研

究開発が盛んな徳島でベンチャー企業とし

て創業、現在は国内のみならず、台湾、韓

国、中国、ロシアなどの LED メーカーや

研究機関向けに販売しています。主力商品

である YWafer Mapper （ワイウェーハ

マッパー）はフォトルミネッセンス技術を

駆使し、コンピュータ制御で LED ウェー

ハに光を当て、窒化物の厚さや発光色等の

分布などを測定し、不具合品の選別が出来

ます。この装置を使用する LED メーカー

にとっては、LED 素子になる前の段階で

不具合品の選別が出来るため、製造歩留ま

りが向上し、コスト削減や合理化が図れる

メリットがあります。また、測定対象を窒

化物系に限定したことで、汎用装置に比べ

低価格化を実現したことも LED メーカー

の支持を得ています。現行主商品としては、

GS3（測定ウェーハサイズ2〜3インチ）、

GS4 （2 ～ 4 インチ）、GS4-WL（GS4

用 50 枚ロボット自動搬送装置）、GS6（2

～ 6 インチ）のラインナップがあります。

今後とも光半導体関連装置の開発に取り組

み、グローバルに “ ワイ・システムズ ” の

ブランドを徳島から発信していきます。

殺虫剤を使用しない
ユニークな害虫駆除商品の開発

徳島発、世界へ羽ばたく
ＬＥＤ関連ベンチャー企業

アース・バイオケミカル株式会社 有限会社ワイ・システムズ
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アース・バイオケミカル株式会社
代表取締役社長　亀井正治
〒771-0130　徳島市川内町加賀須野923
TEL：088-665-5353　FAX：088-665-7077
URL：http://www.earth-bio.co.jp/index.html

有限会社ワイ・システムズ
代表取締役社長　イーヴ ラクロワ
〒771-0134　徳島市川内町平石住吉209-5
TEL：088-666-3533　FAX：088-666-3534
URL：http://www.ysystems.jp

YWafer Mapper GS6 とその制御画面

虫とりっ光

虫とりっ光の発光パターン



当社は、昭和 28 年に徳島初のコンク

リート加工場を立ち上げて以来、コンク

リート二次製品メーカーとして時代のニー

ズに応える製品を供給し、地域と共に歩ん

できました。

今、時代が求めるニーズは、環境エコロ

ジーです。「価値あるコンクリートを人へ」

という新たなコンセプトのもと、ユニバー

サルデザインの新製品・太陽光蓄電でメン

テナンスフリー LED 埋設コンクリート「ピ

カロットシリーズ」を開発しました。

「ピカロットシリーズ」は、歩行者、自

転車などの交通弱者を守る縁石、地先、車

止め、歩道板等のコンクリート二次製品に

LED を埋設しています。

コンクリート二次製品と LED を一体化

させることで、LED を後付する手間と加

算費用を軽減するだけでなく、視認性に優

れ、破損も防ぎます。

当社が開発した LED 関連製品「ピカロッ

トシリーズ」は LED とコンクリート製品

を融合させた環境と人にやさしい新時代の

コンクリート製品です。

工事現場や駐車場などのバリケードとし

て製品化した「ハイラレーン」は、LED

ユニット、太陽光電池を内蔵した木製のバ

リケードです。本体は、徳島県産のスギ間

伐材を用いて森林資源の有効活用に貢献

しています。従来の注意喚起用ライトを、 

5W 電球から LED に置き換えることで、長 

寿命化だけでなく、より輝度が高く、点滅

間隔を短くできるなど視認性の向上にも寄

与します。これは、一般的に交通事故が多

発する時間帯と言われる夕暮れ時の視認性

を高めることができ、事故の軽減、安全性

の向上につながります。また、万が一破損

しても、LED には水銀が含まれていない

ため地球環境を損なうこともありません。

さらに、本製品の電源ユニットは太陽光

電池と充電池、照度センサーを内蔵して

おり、設置場所を選びません。また LED

は虫が寄りにくい低紫外線という特長が

あり、メンテナンスも軽減でき、工事現

場では生産性の向上につなげることがで

きます。

ＬＥＤ埋設コンクリート
二次製品

視認性抜群の環境配慮型
バリケード「ハイラレーン」

冨士建設工業有限会社 ヘイワ工業株式会社
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ヘイワ工業株式会社
代表取締役　蔭西茂久
〒771-0139　徳島市川内町米津22-1
TEL：088-665-3588　FAX：088-665-3592
E-mail：heiwa.k1010@mountain.ocn.ne.jp

冨士建設工業有限会社
代表取締役　小林佳司
〒779-3120　徳島市国府町南岩延171番地3
TEL：088-642-1477　FAX：088-642-2387
URL：http://www.pikalotto.com



徳島県の LED バレイ構想による LED 地域産

業集積化が進展していることを背景に、徳島大学

では様々な LED 関連研究が進行しています。そ

の最大の研究プロジェクトは LED を用いたライ

フ産業の創出を目指した大学ならではの基礎研究

であり、文部科学省の連携融合事業の支援を受け

て、徳島県と連携して実施しています。具体的に

は以下の 6 テーマについて取り組んでいます。

　1. ナノ LED の開発

　2. LED パワエレ技術開発

　3. UVA-LED を用いた殺菌

　4. 抗菌剤と UVA-LED 殺菌相乗効果

　5. 睡眠、情動への LED 効果

　6. 植物育成への LED 効果

これらの研究の取り組みは LED の生命効果の

機構解明と LED ライフ産業の基盤構築からの基

礎研究で、全学的な連携のもとで進めています。

徳島大学ではその他、LED 関連材料研究、

LED 歯科応用、漁業応用、ディスプレイ、アー

ト等の研究・開発が進められています。これらの

研究も今後 LED ライフ産業プロジェクトと合流

し、より大きい全学的な LED 関連プロジェクト

として取り組む予定です。

また、これらの成果を地域企業に活用して頂く

ための企業－大学コンソーシアムを構築していく

予定です。

L E D関連研究の取り組み
徳島大学5
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徳島大学工学部
〒770-8506　徳島市南常三島2丁目1番地
TEL：088-656-7304
URL:http://www.e.tokushima-u.ac.jp ミニ植物工場連携融合事業のイメージ

定例成果発表風景

「とくしま植物工場推進検討会」
　徳島県では、徳島大学や地域企業・施設園芸農家など
が参加した「とくしま植物工場推進検討会」を設置し、
次世代の農業として注目される「植物工場」の低コスト
化や飛躍的な増産技術などについて検討を進めている。
　その取組みの一つとして、徳島大学において大学キャ
ンパスに設置したミニ植物工場でレタスなどの試験栽培
を行っている。光源にはLEDを活用し、光の波長や強さ、
培養液濃度を変え植物の生育や成分を高める栽培環境に
ついて研究を行っている。



阿南工業高等専門学校では以前より、日亜

化学工業㈱、シルバーメイキング㈱等の企業

と数多くの LED に関する共同研究・技術相

談を実施してきました。また平成 19 年度に

は、文部科学省地域再生人材創出拠点の形成

事業の一環として「LED 人材養成講座」を開

始しました。この講座は、もちろん地元であ

る徳島県の LED バレイ構想に呼応したもの

でもあります。この人材養成講座開設後は、

以前にも増して LED 関連の共同研究等が数・

規模共に拡大する傾向にあります。それに伴

い、本校内で LED 研究に携わる教職員も増

加しており、現在 18 名が従事しています（共

同研究、受託研究各 30 件以上）。

下の写真はシルバーメイキング㈱との共

同研究の成果である本校正面に設置された

「LED 看板」です。この LED 看板には、昼

間点灯時には明るく点灯することで視認性を

向上させ、夜間は眩しさを軽減させるように

暗く点灯する機能を持たせています。また、

LED をパルス点灯させることにより省電力動

作と発熱抑制を実現しています。

「LED 人材養成講座」では、昨年 9 月に第

1 回生が無事修了しました。講座期間の最後

に、LED 総合演習として卒業製作を行いまし

た。製作は受講生が 2、3 人でチームを組ん

で行い、本校教職員の指導の下で企画から開 

発までを一貫して手がけました。右下の写

真はその演習で製作した作品の一つである

「LED クリーンフラワー」です。この LED ク

リーンフラ

ワーは、二

酸化チタン

の触媒効果

と LED から照射される紫外線の効果により、

殺菌・除菌・消臭効果を持つオブジェです。

もちろんインテリア性も重視されており、紫

外線を照射する LED とは別にカラー LED を

用いて、いろいろな美しい点灯パターンを楽

しむことができます。

最後に最近開始された共同研究の内容を簡

単に紹介します。一つは高槻電器工業㈱との

LED ディスプレイに関する研究です。この研

究は、今年 4 月本校に開所された阿南市イン

キュベーションセンターにおいて実施されて

います。もう一つは徳島県牟岐東漁協との魚

類行動解析に関する研究です。この研究は本

校で開催された徳島県「南部圏域 LED 異業

種交流会」において提案を頂いていたもので、

本年度より日本学術振興会科学研究費補助金

の支援を得て開始しました。上図はその研究

計画となっています。

L E D研究開発の取り組み
阿南工業高等専門学校6
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阿南工業高等専門学校
〒774-0017　阿南市見能林町青木265
TEL：0884-23-7100　FAX：0884-22-5424
URL：http://www01.anan-nct.ac.jp

LEDによる魚行動制御研究の流れ

阿南高専のLED看板　 LEDクリーンフラワー

●研究の目標
高度情報化された LED技術を用いて魚類の行
動制御をすることで水産資源を十分に管理する
ことができる新しい漁法や漁具を開発する。

●研究のキー・テクノロジー
・LEDを用いた新しい集魚灯の開発
・LEDの波長に対する魚類の行動調査
・複雑な生物行動のカオス・フラクタル解析
・高度に情報化された画像解析技術

●研究の連携団体
・県水産研究所、県漁連、牟岐町



徳島 LED アートフェスティバル 2010

は、「LEDが織りなす水と光の交響」をテー

マに掲げ、水と緑に恵まれた徳島の街に、

LEDの光を加えた新しい魅力を持つ「水都・

とくしま」を創造するため、平成 22年 4

月17日（土）〜25日（日）までの9日間、

芸術文化と最新の LED技術が出逢う芸術祭

として開催し、会期中は、ほとんどが好天に

恵まれたこともあり、来場者総数は約20万

人に上り、盛況のうちに無事終了しました。

今回のフェスティバルは、新町川水際公園・

徳島こども交通公園を中心とした「両国・新

町会場」、藩政時代の松並木が今も残る「中

徳島会場」、寂聴桟橋が整備された「助任会場」

の3会場を中心に、ひょうたん島全体を舞

台として開催されました。

両国・新町会場では、両国橋やふれあい橋、

内町ポンプ場周辺を舞台とした招待作家作品

とサポーターズクラブによる作品展示のほ

か、オープニングセレモニーや、ひょうたん

島音楽祭、ダンスパフォーマンス、フィナー

レなど、数多くのイベントを実施しました。

また、中心商店街の空き店舗やアーケード、

空き地、公園などでは、県内外の学生有志に

よる展覧会が開かれました。

中徳島会場には公募により選ばれた5人

の市民アーティストによる一般部門作品を、

助任会場には5つの大学生・高専生グルー

プによる学生部門作品を設置しました。

3つの会場を結ぶ手段として活用されたの

が、ひょうたん島を一周する「LEDめぐり

クルーズ」。

川面を彩る LED の光をめぐるナイトク

ルーズは好評を博し、連日たくさんの乗船客

で賑わいました。また、作品鑑賞を楽しんで

もらうため、中徳島会場と助任会場の10作

品をめぐるスタンプラリーを行ったところ、

予想を上回る盛況となりました。

LEDめぐりクルーズのルート上にも光の

スポットを点在させました。「ひょうたん島

ライトアッププロジェクト」では、歴史的名

所や建造物、ヨットハーバーなどにライト

アップを施し、LEDアートに花を添えました。

逢坂卓郎氏が両国橋に施したアート

「SORAとMIZU」、たほりつこ氏がふれあ

い橋に施したアート「虹のラクーン」は、会

期終了後も継続して展示しています。今後も、

今まで徳島には無かった新たな魅力として全

国に向けて魅力ある「水都・とくしま」を発

信したいと考えています。

一丸となって、徳島の飛躍に挑む。

西日本最大級の総合展示会「徳島ビジネスチャレ

ンジメッセ2010」が、今秋、開催されます。

総面積3,000㎡の会場に、250小間を用意し、

ビジネスに関する展示、実演、販売を行います。

●開催期間／

　平成 22年 10月 14日（木）15日（金）16（土）

　午前 10時～午後 5時（最終日は午後 4時まで）

●会　　場／アスティとくしま〔入場無料〕

●来場目標／ 35,000人（昨年実績 34,000人）

詳細情報はホームページをご参照ください。

URL:http://www.tnbc.or.jp

徳島LEDアートフェスティバル実行委員会
〒770-8571 徳島市幸町2丁目5
徳島市経済部商工労政課内
TEL：088-621-5225　FAX：088-621-5196
URL： http://www.city.tokushima.tokushima.jp/

led_artfestival/index.html

発行・お問い合わせ

徳島県LEDバレイ構想推進協議会事務局

ＬＥＤが織りなす水と光の交響
「徳島ＬＥＤアートフェスティバル２０１０」記録

徳島
ビジネス
チャレンジ
メッセ
2010

徳島県商工労働部新産業戦略課
〒770-8570  徳島市万代町1丁目1番地
TEL：088-621-2198  FAX：088-621-2853

LED王国・徳島ニュースレターNo.3　発行日 平成22年7月

財団法人とくしま産業振興機構
〒770-0902  徳島市西新町2-5 経済センター3F
TEL：088-654-0101  FAX：088-653-7910

最新情報、LED関連製品情報は次のホームページを
ご覧ください。

http://led-valley.jp
http://www.our-think.or.jp

逢坂 卓郎氏作品「SORA と MIZU」　　　　　　 たほ りつこ氏作品「虹のラクーン」
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